




































































































































































































































































































































































































































































































1:1)112008 : 216) 





















r.IC1)112008 : 217) 
22. r*U1胞膜の受容体を介し下流にタンパク質リン酸化を伴う場合J(東1:1)112008: 218) 
23. r*1H胞j撲の受容体を介し下流{こG蛋 I~l 質、ホスホリバーセ℃が関与する場合J (束中)112008: 218) 





























生化学的反応を切り答え、グアノシン三リン酸 (GTP) をグアノシンニリン酸 (GDP)へ智えること
に1I1米して、 GUANOSINのGからこの名がついている。(以下ja.wikipedia.org/wiki/Gタンパ
ク質)。
31. FGF線高fE手術!I胞増舵因子 (Fibl叫)IastG rOvvlh F actor) は、 11管をwり、傷を治し、 1自体発生の第 1
段階の忠11自分裂期である佐発生をになう細胞増殖因子である (ja.wikipedia.org/wikil線維芽細胞増
殖因子)。























経路に呉常があると、 f焔あの -イ|民凶云波iとなる (j乱1川¥'吋叶i引リ比出ki)寸吋片l】C吋diぼaし，訓Oαrば「沼g/九1以川
:18. ホスホリバーセ会 Cは、・・・生体1立の'1込主主成分であるリン脂質を力1水分解・・・する陣表である。 (bsd
neuroinf.jp/wiki/ホスホリバーセーC)。
39. (!..l~11こ:川 p217ほ18.2])
40. ホスファチジルイノシトーノレヰ，5~二リン般(英: Phosphaticlylinositol 4，5.bisphosphatc、PI(4，5) 
ド~)は出IIIJJ包 JJ立の微最構成成分の一つである。 PI (4，5)円は多くのm安なシグナリングタンパク質の
基質である治1胞)院で濃縮される。ホスホリバーゼCiまPl(4，5) p，のホスホジエステノレ結合を加ノド分解
し、イノシトーノレ三リン駿 (IPj)とジアシノレグリセロール (DG、DAG) をJm!.l.:.する。これらのI1ご
成物はさまざまな料激に反応してGタンパク質のGqの機能を実行する。む白人vikipcclia.org九'iki/ホス
ファテジノレイノシトーノレ-4，5-二リンR変)
41 ホスホリパーゼ C (phospholipase C、PLC)は、生体}撲の主j主成分であるリン脂質を加水分解する昨
素M(phospholipasc)の仁1'の、グリセローノレとリン般の間のエステノレ結合を加水分解する醇素である。
主な器質であるホスファチジノレイノシトーノレ4，5一二リン駿 (phosphatidyl inosi t 014，5-bis phosphat c， 
P1P~) を、イノシトーノレ)，45一三リン駿 (inositol1，4，5-triphosphatc， 11¥) とジアシルグリセロール
(cliacylglycerol， DAG)に分解する。この反応により生じる(1)PIP;!低!と、 (2)IPj生成、 (3)DAG生
成、はそれぞれシグナルとして働き*1)山内で多操な反応を引き起こす。例えば、(l)1コIP，低下はイオ
ンチャネルの働きを変化させ、 (2) IPj は 11\受容体を介する小胞体からのCa" Jj)UHIこより細胞内Ca'γjl~
1立を局所的に上昇Fさせ(る)0 (bscl.neuroinf.jp/wiki/ホスホリパーゼC)
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